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最
近
、
ポ
ン
コ
ツ
と
い
う

こ
と
ば
を
耳
に
す
る
こ
と
が

多
い
▼
米
川
明
彦
氏
の
『
日

本
俗
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、

ポ
ン
コ
ツ
は
ハ
ン
マ
ー
で
叩

く
音
が
語
源
で
、
自
動
車
の

解
体
・
修
理
を
さ
し
、
転
じ

て
使
い
古
し
壊
れ
か
か
っ
た

物
を
い
う
と
あ
る
▼
従
来
の

語
感
は
、
オ
ン
ボ
ロ
な
ど
と

同
じ
く
、
使
い
古
さ
れ
た
意

味
合
い
を
有
し
て
い
た
の
だ

が
、
現
在
の
使
い
方
は
少
し

異
な
る
よ
う
だ
▼
若
者
が

「
ほ
ん
と
に
ポ
ン
コ
ツ
な
ん

だ
か
ら
」
の
よ
う
に
、
出
来

が
悪
い
さ
ま
を
い
う
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
憎
め
な
さ

が
あ
り
、
親
し
み
を
こ
め
て

い
る
の
が
ポ
ン
コ
ツ
で
あ
る

ら
し
い
▼
こ
と
ば
の
意
味
は

変
化
す
る
の
が
常
で
、
そ
の

こ
と
自
体
は
不
思
議
な
こ
と

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ど
う

し
て
そ
の
よ
う
な
変
化
が
起

き
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
が

面
白
い
▼
ま
ず
は
、
語
頭
が

半
濁
音
の
た
め
、
軽
快
に
感

じ
ら
れ
る
。
濁
音
の
ボ
ン
ゴ

ヅ
で
は
重
苦
し
い
。
つ
ぎ
に
、

も
と
も
と
の
使
い
古
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
は
、
長
年
の
愛

着
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

役
立
た
ず
に
な
っ
た
け
れ
ど

も
憎
め
な
さ
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
意
味
の
意
外
性
に
着

目
し
た
転
換
を
図
り
、
そ
れ

が
新
鮮
な
表
現
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
た
▼
こ
う
し
て
最

近
の
ポ
ン
コ
ツ
が
誕
生
し
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　年
の
は
に

　
か
く
も
見
て
し
か

　
　
み
吉
野
の

清
き
河か

ふ
ち内
の

　
　
激た

ぎ

つ
白
波

笠か
さ
の

金か
な

村む
ら

令
和
８
年
度
皇
學
館
大
学
入
学
式

６
４
９
名
、伊
勢
の
地
で
新
た
な
門
出

　
４
月
３
日
、
令
和
８
年
度
皇
學
館
大
学
入
学
式
が
本
学
記
念
講

堂
で
挙
行
さ
れ
、
大
学
院
19
名
、
神
道
学
専
攻
科
13
名
、
学
部
生

６
１
１
名
、
編
入
学
生
６
名
の
計
６
４
９
名
が
新
た
な
門
出
を
迎

え
た
。
同
月
８
日
と
９
日
に
は
新
入
生
神
宮
参
拝
が
行
わ
れ
、
入

学
の
喜
び
と
決
意
を
神
前
に
奉
告
し
た
。

█

伊
勢
で
学
ぶ
意
義
。主
体
的
な
学
び
へ
の
期
待

█

新
入
生
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦

　

４
月
３
日
、
希
望
と
緊
張
が
交

差
す
る
中
、
新
入
生
た
ち
は
一
堂

に
会
し
、
学
生
生
活
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

　

式
典
で
は
国
歌
斉
唱
、
令
旨
奉

読
に
続
き
、
齋
藤
平
学
長
が
式
辞

を
述
べ
た
。
学
長
は
、
第
63
回
神

宮
式
年
遷
宮
に
関
連
す
る
行
事

「
お
木
曳
」が
本
年
度
と
来
年
度
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
触
れ
、「
20
年

に
一
度
の
貴
重
な
機
会
に
立
ち
会

　

入
学
生
宣
誓
で
は
、
各
学
部
・

専
攻
科
・
大
学
院
の
代
表
５
名
が

登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
表

明
し
た
。

　

教
育
学
科
の
濵
口
皓
さ
ん
は
数

学
教
員
を
め
ざ
す
志
を
語
り
、「
知

識
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
応
用

力
を
身
に
付
け
、
学
ぶ
楽
し
さ
を

伝
え
ら
れ
る
教
師
に
な
り
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。
出
前
授
業
な

皇學館高等学校

通信制課程を新設
１期生 ６名が入学

　

皇
學
館
高
等
学
校
は
令
和
８
年
度
よ

り
通
信
制
課
程
を
新
設
し
た
。
今
春
は

６
名
の
第
１
期
生
が
入
学
。
大
学
進
学

を
志
す
生
徒
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

新
た
な
学
び
の
場
が
本
格
稼
働
す
る
。

　

本
課
程
の
特
色
は
「
神
道
」
を
基
盤

に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
柔
軟

な
学
習
設
計
と
き
め
細
か
な
個
別
支
援

に
あ
る
。
通
信
制
の
強
み
を
最
大
限
に

生
か
し
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
由
な
学
び
の
環
境
を
構
築
。
本
校

独
自
の
Ｄ
Ｘ
教
育
の
ほ
か
高
大
連
携
を

積
極
的
に
進
め
、
高
等
学
校
の
段
階
で

大
学
の
学
問
領
域
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
す
る
。
さ
ら
に
三
重
県
各
地
に
教
室

を
有
す
る
「
安
藤
塾
」
と
の
連
携
に
よ

り
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
な
い
日
に
お
い

て
も
学
習
を
支
え
る
万
全
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
「
あ
な
た
の
可
能
性
を
、最
大
限
に
。」

こ
の
理
念
の
も
と
、
生
徒
が
自
分
ら
し

く
輝
け
る
未
来
の
実
現
を
め
ざ
す
。

ど
実
践
的
な
学
び
に
も
前
向
き
な

姿
勢
を
見
せ
、
４
年
間
で
指
導
力

を
磨
き
た
い
と
話
し
た
。

　

現
代
日
本
社
会
学
科
の
木
村
亮

介
さ
ん
は
伊
勢
志
摩
へ
の
愛
着
を

背
景
に
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
学
び

を
深
め
、
将
来
は
地
域
に
貢
献
し

た
い
」
と
語
っ
た
。
経
営
や
広
報

分
野
へ
の
関
心
に
加
え
、
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
多
様
な
経
験
を
通
じ
て
自

ら
の
可
能
性
を
広
げ
た
い
と
意
気

込
み
を
見
せ
た
。

　

新
入
生
一
人
ひ
と
り
が
胸
に
抱

く
思
い
は
異
な
る
が
、
伊
勢
の
地

で
学
ぶ
意
義
を
見
つ
め
、
自
ら
の

歩
み
を
切
り
拓
い
て
い
く
姿
が
期

待
さ
れ
る
。
６
４
９
名
の
新
た
な

挑
戦
が
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

え
る
意
義
を
噛
み
し
め
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、「
皇
學
館

大
学
の
学
生
に
は
、
神
宮
や
神
道

に
関
す
る
基
礎
的
な
理
解
が
求
め

ら
れ
る
」
と
し
、「
皇
学
入
門
」
や

「
伊
勢
志
摩
共
生
学
」を
通
じ
て
教

養
を
深
め
る
よ
う
促
し
た
。
さ
ら

に
、本
学
の
教
員
陣
に
つ
い
て「
要

点
を
的
確
に
捉
え
た
指
導
に
優
れ

た
人
材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
」
と
述

べ
、
安
心
し
て
学
び
に
専
念
し
て

ほ
し
い
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

あ
わ
せ
て
、「
学
生
」
と
し
て
の

自
覚
を
持
つ
重
要
性
に
も
言
及
し

た
。「
大
学
生
は
自
ら
時
間
を
設
計

し
、主
体
的
に
学
ぶ
存
在
で
あ
る
」

と
強
調
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
と

伝
統
を
備
え
つ
つ
、
現
代
的
課
題

に
も
挑
む
本
学
の
環
境
を
生
か
し
、

主
体
的
な
行
動
を
通
じ
て
人
生
の

糧
を
得
て
ほ
し
い
と
激
励
し
た
。
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皇學館生としての第一歩を踏み出す新入生たち

左から、濵口さん、木村さん
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文学部・現代日本社会学部で
志願者増
令和 ₈ 年度入試状況
　地方の大学が国公私立を問わず少子化の影
響を受け厳しい時期を迎える中、本学の令和
8年度入試の志願者状況は昨年度比95％でほ
ぼ横ばいの状況であった。
　学部別でみると、文学部と現代日本社会学
部が順調に志願者数を伸ばした。受験生の年
内で合格を確保しておきたいという志向が顕
著に現れ、総合型選抜及び学校推薦型選抜の
年内入試の志願者が増加した。一般選抜にお
いては教育学科の志願者数が減少し、共通テ
スト利用入試も昨年度に比べると減少した。
考えられる理由としては、国公立大も18歳人
口の減少により年々入試難易度が低くなって
きているのではないかと考える。
　今年度も受験生の動向に合わせ入試制度の
一部変更を予定しており、「令和 9年度 学生
募集要項」でご確認いただきたい。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
皇
學
館

高
等
学
校
・
中
学
校
の
校
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。伊
勢
の
神
宮
を
仰
ぎ
、日

本
の
精
神
文
化
を
尊
ぶ
本
校
の
舵
取
り

を
担
う
重
責
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
学
監
と
し
て
本
校

の
国
際
教
育
お
よ
び
国
際
交
流
の
推
進

に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
海
外
の

提
携
校
と
の
交
換
留
学
や
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
、
多
く
の
生
徒
が
異
文
化

に
触
れ
、
自
ら
の
殻
を
破
っ
て
成
長
す

る
姿
を
間
近
に
見
て
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら
確
信
し
て
い
る
の
は
、「
真
の

国
際
人
」
と
は
単
に
語
学
が
堪
能
な
人

で
は
な
く
、
自
国
の
歴
史
や
伝
統
を
深

く
理
解
し
、
誇
り
を
持
っ
て
語
れ
る
人

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
校
が
掲
げ
る
「
清
明
正
直
」
の
精

神
は
、
変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
に
お

い
て
こ
そ
、
普
遍
的
な
価
値
を
持
ち
ま

す
。
神
道
に
基
づ
い
た
「
和
の
心
」
を

養
い
、
足
元
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
な

が
ら
も
、
広
い
世
界
へ
と
視
野
を
広
げ

る
教
育
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
今
こ
そ
、

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
根
底

に
据
え
た
、
本
校
な
ら
で
は
の
国
際
教

育
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

伝
統
と
い
う
確
か
な
盾
を
胸
に
、
未

知
の
荒
波
へ
と
漕
ぎ
出
す
若
き
力
。
彼

ら
が
世
界
と
い
う
広
大
な
舞
台
で
、

堂
々
と
自
ら
の
道
を
切
り
拓
い
て
い
け

る
よ
う
、
私
た
ち
は
そ
の
伴
走
者
と
し

て
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
皇
學
館

の
新
た
な
歴
史
を
、
生
徒
た
ち
と
共
に

力
強
く
紡
い
で
ま
い
り
ま
す
。

新 任 教 職 員 紹 介
この春から新たに加わった教職員の方々を紹介します
❶出身地・経歴等 ❷趣味・特技等 ❸座右の銘 ❹一言メッセージ

大　　学
教育学部特命教授

大
お お

野
の

 照
て る

文
ふ み

❶京都府◆京都大学卒、ボン
大学（西ドイツ）自然科学博士
❷写真
❸愚公移山
❹宇宙や地球と同じくらいスケールの大き
な人格を形成するためにも地学を学びまし
ょう。

教育学部特命教授

加
か

藤
と う

 茂
も

外
と

次
じ

❶愛知県◆愛知県立芸術大学
美術学部（洋画）卒
❷ギター演奏、ゴルフ
❸笑門来福
❹作る喜びを感じられる楽しい授業になる
よう心掛けたいと思います。

教育学部助教

松
ま つ

尾
お

 大
だ い

輔
す け

❶長崎県◆皇學館大学大学院
文学研究科国史学専攻前期課
程修了
❷神社巡り、フルマラソン
❸壁は、いつも自分!
❹結びと敬いを大切にし、一隅を照らす志
で努めます。

現代日本社会学部助教

津
つ

田
だ

 翔
しょう

太
た

郎
ろ う

❶大阪府◆神戸大学大学院人
文学研究科博士後期課程修了
❷ベース演奏、キックボクシング、小旅行、
映画鑑賞、音楽鑑賞
❸足場のなさを、足場にする
❹学生の心にひびく授業ができるよう頑張
ります。

❷ドライブ
❸凡事徹底
❹学生のみんなが楽しく生活できるように
自分ができることを頑張ります。

皇學館高等学校
高等学校 学監

井
い の

ノ
ぐ ち

口 誠
ま さ

充
み つ

❶三重県◆名古屋大学理学部
数学科卒、元県立高等学校校長
❷旅行、テレビを観ること
❸プラス思考
❹生徒の皆さんが充実した学校生活を送れ
るよう一生懸命頑張ります。

高等学校 常勤講師

内
な い

藤
と う

 志
し

乃
の

❶三重県◆津田塾大学学芸学
部英文学科卒
❷読書
❸Think globally, Act locally
❹海外経験を生かして生徒の皆さんの国際
感覚を育む英語指導に尽力します。

高等学校 常勤講師

西
に し

根
ね

 輝
て る

男
お

❶三重県◆同志社大学文学部
文化学科卒
❷読書、ロードバイク
❸一期一会
❹出会えて良かったと思ってもらえるよう、
頑張りたいと思います。

皇學館中学校
中学校 常勤講師

二
に の

宮
み や

 功
こ う

至
し

❶静岡県◆皇學館大学教育学
部卒、皇學館大学大学院教育
学研究科修了
❷テニス
❸ピンチはチャンス
❹生徒に少しでも多くの感動を与えられる
ような授業をめざしてまいります。

財務部会計担当事務嘱託

房
ふ さ

延
の ぶ

 あさみ
❶三重県◆皇學館大学文学部国史学科卒
❷旅行
❸善因善果
❹感謝の気持ちを忘れず、誠実で丁寧な対
応を心掛けます。

学生支援部就職担当事務嘱託�
（就職アドバイザー）

𦚰
わ き

田
た

　匡
ただす

❶三重県◆元ＨＲコンサルタン
ト、前県立特別支援学校
❷滑空機操縦、古い機械のリビルド、レス
トア
❸稽古照今
❹卒業後、社会で「楽しくはたらく」ため
の準備を進めていきましょう!

学生支援部教職支援担当事務嘱託�
（教職アドバイザー）

阿
あ

保
ぼ

谷
た に

 季
と し

之
ゆ き

❶兵庫県◆皇學館大学文学部
神道学科卒、元公立小学校校長
❷ギターを練習中です。
❸あせらず、ゆっくり、じっくりと…。
❹自分自身も学びながら、一人ひとりの思
いに寄り添い、教師への夢をバックアップ
します。

学生支援部教職支援担当事務嘱託�
（教職アドバイザー）

川
か わ

北
き た

 浩
こ う

司
じ

❶三重県◆皇學館大学文学部
教育学科卒、元公立小学校長
❷登山
❸信じれば必ず夢は叶う
❹教職経験を生かして、皆さんの夢が叶う
ようしっかりサポートしていきます。

学生支援部学生担当事務嘱託�
（合宿所夜間管理人）

花
は な

岡
お か

 晴
は

琉
る

❶福岡県◆筑波大学体育専門
学群卒

学生支援部教務担当主事

太
お お

田
た

 達
た つ

也
や

❶三重県◆日本大学国際関係
学部国際文化学科卒
❷カメラ、珈琲、楽曲制作
❸普段を変える。それが一番、人生を変え
る。
❹初心を忘れず、誠実に職務に取り組んで
まいります。よろしくお願いいたします。

学生支援部就職担当主査

辻
つ じ

 真
ま

奈
な

美
み

❶長野県◆中京大学国際英語
学部卒
❷ドライブ、旅行、編み物
❸明鏡止水
❹日々成長できるよう、前向きに頑張りま
す。

総務部人事担当書記

西
に し

　涼
りょう

香
か

❶三重県◆関西学院大学人間
福祉学部卒
❷旅行、食べること
❸笑う門には福来る
❹一日も早く皆さんに貢献できるよう日々
努力し、一生懸命頑張ります。

総務部研究開発推進センター�
事務室書記補

山
や ま

内
う ち

 穂
ほ の

香
か

❶三重県◆皇學館大学教育学部
教育学科卒
❷パン作り、楽器演奏
❸笑う門には福来る
❹日々学び、一歩ずつ成長していきます。よ
ろしくお願いします。

皇
學
館
高
等
学
校
・
中
学
校 

校
長　

角
屋
貴
久

伝
統
を
礎
に
、

世
界
へ
羽
ば
た
く「
和
の
心
」を
育
む

資料請求はこちら▶

皇 學 館 学 園 報令和 8年 6月 3日� 第110号　（  ）2

https://www.kogakkan-u.ac.jp/document-request/


未来へつなぐ日本のこころ

三重県伊勢市神田久志本町1704
Tel: 0596-22-6316　Mail: nyusi@kogakkan-u.ac.jp

学生支援部
入 試 担 当

大学発見
DAY

未来発見
DAY

学び発見
DAY

AO 入試対策
講座

秋のキャンパス
体験 DAY

13:00−16:00 11:00−16:00

11:00−16:00 13:00−16:00 13:00−16:00

※内容と時間は変更となる場合がございます。お越しい
　ただく際は、事前に受験生サイトをご確認ください。
 受験生サイト▶

6/7sun
7/12sun

8/8sat
8/9sun

10/25sun

未来発見セミナーゼミ活動紹介

体験型プログラム AO対策セミナー  学科体験コーナー

2026OPEN  CAMPUS未 来 が 広 が る ス ペ シ ャ ル D A Y

共通／学科説明、キャンパスツアー、個別相談コーナー、入試説明など

お気軽に
お越しください

OPB 済み

予約不要
   無 料

公務員
49名＊2

分野別
就職者

教員（幼）・保育士
45名
＊2

教員
（小・中・高・特支）
122名

公務員
45名＊3

医療・福祉12名

企業・団体
253名＊1、2

神社
35名
＊4

OBP 済み

₃ 月₂₂日、桜が見頃の中
オープンキャンパスを開催

　桜の開花が進み、春の訪れを感じた 3月22
日、高校新 3年生・新 2年生を対象とした「春
のオープンキャンパス2026」を開催した。付
添者を含め232名が来場し、大いに賑わいを見
せた。
　学科説明＆模擬授業をはじめ、個別相談、キ
ャンパスツアー、教員志望の学生をサポート
する「つばさ」「倉志会」の活動紹介などのプ
ログラムを実施した。学科説明＆模擬授業で
は、各学部学科の特色や学べる内容について
紹介するとともに、模擬授業を行った。
　来場者からは「有意義な時間を過ごすこと
ができた」「入学後のイメージが具体的に湧い
た」といった声が寄せられた。また、「つばさ」

「倉志会」の活動紹
介では、学生が授
業形式で発表を行
い、学生の学びの
様子を感じること
ができる機会とな
り好評を得た。

　今年度は、 6月 7日㈰、 7月12日㈰、 8月
8日㈯、｠ 8 月 9 日㈰、10月25日㈰にもオープ
ンキャンパスの開催を予定している。未来発
見セミナーやAO対策講座など、多様なプログ
ラムを実施する予定だ。

保護者対象就職講演会・説明会
（企業・官公庁）開催のお知らせ
　
令和 ₈ 年 ₆ 月 ₇ 日㈰ ₁₃：₃₀～₁₆：₀₀
場所●皇學館大学 ₆ 号館 ₂ 階 ₆₂₂教室
　
就職講演会  ₁₃：₄₀～₁₅：₀₀

就職活動の最新動向 ～変化するご家族の支援～
講師●東 海 裕 介 氏  株式会社マイナビ マイナビ副編集長

就職説明会  ₁₅：₁₀～₁₆：₀₀
本学学生の企業・官公庁への就職について説明します。

「神社」、「教員・保育士」、「企業・官公庁」の
進路別就職説明会の開催を今秋に予定しています。

就
職
率
99
・
２
％
を
記
録�

令
和
７
年
度
卒
業
生
就
職
状
況

　
令
和
７
年
度
学
部
卒
業
生
５
６
４
名
（
９
月
卒
業
生
を
含
む
）
の
就
職
状

況
は
、
就
職
希
望
者
５
１
６
名
の
う
ち
５
１
２
名
の
就
職
が
決
定
し
、
就

職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
率
は
99・２
％
と
な
っ
た
。

※
学
科
別
就
職
率
、分
野
別
就
職
者
に
つ
い
て
は
別
表
参
照

神
社
関
係

40
名
が
奉
職（
自
家
神
社
含
む
、学
部
の
み
）

教
職
関
係
三
重
県
小
学
校
・
合
格
者
占
有
率
は

県
内
大
学
で
14
年
連
続
ト
ッ
プ

公
務
員
関
係

皇
宮
護
衛
官
、法
務
教
官
、三
重
県
庁
な
ど

45
名
が
採
用

企
業
等
関
係

大
手
を
含
む
企
業
や
団
体
へ

２
５
３
名
が
決
定

当
年
度
の
就
職
活
動
環
境

本
学
へ
の
求
人
数
は
近
年
で
最
多 

就
職
率
は
過
去
最
高
水
準
を
維
持

　

求
人
神
社
数
１
７
５
社
３
５
９
名

（
男
子
２
２
０
名
、
女
子
92
名
、
男
女
問

わ
ず
47
名
）に
対
し
、
奉
職
状
況
は
神

道
学
科
が
男
子
25
名
・
女
子
11
名
、

国
史
・
教
育
学
科
は
４
名
と
な
っ
た
。

専
攻
科
は
16
名
（
男
子
11
名
、
女
子
５

名
）で
あ
っ
た
。

　

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・

特
別
支
援
学
校
の
教
員
に
１
２
２
名

（
正
規
／
公
立
74
名
・
私
立
１
名
、講
師
／

公
立
40
名
・
私
立
７
名
）、幼
稚
園
・
保

育
園
へ
は
45
名
（
正
規
／
公
立
20
名
・

私
立
23
名
、臨
時
／
公
立
2
名
）が
就
職

し
た
。
三
重
県
小
学
校
つ
い
て
は
全

合
格
者
２
７
３
名
中
、
本
学
は
既
卒

者
を
含
め
１
１
２
名
と
合
格
者
占
有

率
は
41
・
０
％
を
占
め
、14
年
連
続
、

県
内
大
学
で
ト
ッ
プ
を
堅
持
し
て
い

る
。

　

国
家
公
務
員
に
４
名
、
地
方
公
務

員
に
41
名
が
採
用
さ
れ
た
。

❖
国
家
公
務
員
４
名
…
皇
宮
護
衛

官
・
法
務
教
官
・
自
衛
官（
２
）

❖
地
方
公
務
員
41
名
…
三
重
県（
行

政
）・
四
日
市
市（
２
）・
鈴
鹿
市
・

津
市（
６
）・
松
阪
市（
３
）・
伊
勢
市

（
３
）・
志
摩
市
・
尾
鷲
市
・
熊
野

市
・
名
張
市
・
菰
野
町
・
明
和
町
・

玉
城
町
・
南
相
馬
市
・
三
重
県
警

（
７
）・
警
視
庁
・
長
野
県
警
・
静

岡
県
警
・
大
阪
府
警（
３
）・
桑
名

市
消
防
・
四
日
市
市
消
防
・
伊
勢

市
消
防
・
菰
野
町
消
防

　

Sky

、
野
村
不
動
産
、
美
和
ロ
ッ

ク
、
近
畿
日
本
鉄
道
な
ど
大
手
企
業

を
は
じ
め
、
三
重
県
内
で
も
住
友
電

装
、
百
五
銀
行
、
三
十
三
銀
行
、
三

重
交
通
な
ど
多
数
の
有
力
企
業
に
採

用
さ
れ
た
。
日
本
年
金
機
構
や
三
重

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、
Ｊ

Ａ
三
重
信
連
、
三
重
県
内
の
Ｊ
Ａ
な

ど
の
団
体
を
含
め
て
合
計
２
５
３
名

が
決
定
し
た
。
ま
た
、
医
療
・
福
祉

関
係
に
は
12
名
が
決
定
し
た
。

　

令
和
７
年
度
卒
の
就
職
環
境
も
学

生
優
位
な
情
勢
が
続
い
た
。
全
国
的

に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
参
加

企
業
を
中
心
に
エ
ン
ト
リ
ー
や
選
考

を
数
社
に
絞
り
、
内
々
定
が
得
ら
れ

れ
ば
早
い
段
階
で
進
路
決
定
を
す
る

新
た
な
傾
向
が
注
目
さ
れ
、
本
学
学

生
の
一
部
で
も
同
様
の
動
向
が
見
受

け
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
本
学
へ

の
求
人
依
頼
数
は
毎
年
増
加
し
、
就

職
決
定
状
況
も
過
去
最
高
水
準
と
な

っ
た
。

　

た
だ
し
、
㈱
マ
イ
ナ
ビ
の
『
２
０ 

２
５
年
度
（
２
０
２
６
年
卒
）
新
卒
採

用
・
就
職
戦
線
総
括
』
に
よ
る
と
、

「
２
０
２
６
年
卒
の
新
卒
採
用
・
就
職

戦
線
は
〝
部
分
売
り
手
市
場
〟
だ
っ

た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
第
一
志
望
の
内
々
定
を
得
る
な
ど
、

活
動
を
優
位
に
進
め
た
学
生
も
い
れ

ば
、
思
う
よ
う
な
内
々
定
が
取
れ
ず

活
動
量
を
増
や
す
な
ど
苦
戦
す
る
学

生
も
存
在
す
る
」こ
と
を
意
味
し
、売

り
手
市
場
と
い
う
言
葉
や
イ
メ
ー
ジ

を
安
易
に
捉
え
て
、
就
職
活
動
を
楽

観
視
す
る
こ
と
へ
の
警
鐘
と
も
言
え

る
。
今
後
も
本
学
で
は
就
職
活
動
の

状
況
が
学
生
個
々
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
つ
つ
、

着
実
に
進
路
決
定
へ
導
く
支
援
に
注

力
し
て
い
く
。

令和 7年度卒業生 就職状況� Ｒ8.５.１

学　科 卒業者
Ａ

就　職
希望者
Ｂ

就職者
Ｃ

就職率
C／B

神　道
男 31 28 28 １００.０%
女 21 17 17 １００.０%
計 52 45 45 １００.０%

国　文
男 30 26 26 １００.０%
女 29 27 27 １００.０%
計 59 53 53 １００.０%

国　史
男 53 46 44 95.７%
女 14 11 11 １００.０%
計 67 57 55 96.５%

コミュ
男 35 32 30 93.８%
女 33 30 30 １００.０%
計 68 62 60 96.８%

教　育
男 87 76 76 １００.０%
女 １２３ １１８ １１８ １００.０%
計 ２１０ １９４ １９４ １００.０%

現　日
男 85 83 83 １００.０%
女 23 22 22 １００.０%
計 １０８ １０５ １０５ １００.０%

合　計
男 ３２１ ２９１ ２８７ 98.６%
女 ２４３ ２２５ ２２５ １００.０%
計 ５６４ ５１６ ５１２ 99.２%

熱心に話を聞く来場者

好評を博した模擬授業

＊１ 企業就職かつ自家神社奉職の３名を含む
＊２ うち8名は臨時
＊３ 公務員就職かつ自家神社奉職の１名を含む
＊4 自家神社奉職かつ大学院進学の1名を含めず
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眞金さん、澤田さんが揃ってV!
三重県新人ボウリング選手権大会

　「第42回東海地区ボウリング選手権大会」の
チーム戦で準優勝・第 3位という好成績を収
めた眞金英麗奈さん（教育 2）と澤田枇奈さん
（高 2）。その 2人が再び大きな勝利を飾った。
　 4月 5日に開催された「三重県新人ボウリ
ング選手権大会」において、眞金さんが成年
の部で、澤田さんが少年の部で、それぞれ優
勝を果たした。さらに、両者ともに大会最高
スコアを記録した選手に贈られる「ハイゲー
ム賞」および「ハイシリーズ賞」を獲得。そ
の実力を遺憾なく発揮する大会となった。
　自身初優勝となった眞金さんは、「難しいコ
ンディションの中、レーンの変化を読み取っ
てボールを選択し、自分で考えて投げ切れた。
優勝がかかった最後の一投は緊張したが、心
を落ち着かせて投げることができた。今後は
東海大会や全日本大会でも優勝できるよう練
習に励みたい」と喜びを語った。
　少年の部を制した澤田さんは、「スペアを手
堅く取ることができた」と冷静に勝因を分析。
「次の大会でもスペアを確実に取れるよう頑
張りたい」と意気込みを見せた。
　ボウリングの魅力について、眞金さんは「投
げ方に個性が出る」、澤田さんは「最後の最後
まで勝敗がわからないところ」とそれぞれ笑
顔で話す。今後の 2人のさらなる活躍に注目
だ。

　

全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
は
加
盟
大
学

の
財
源
確
保
を
目
的
に
、
令
和
８
年
末

ま
で
柔
道
衣
へ
の
ワ
ッ
ペ
ン
広
告
貼
付

を
試
行
的
に
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
こ
れ
を
受
け
本
学
柔
道
部
は
、
株

式
会
社
赤
福
よ
り
活
動
に
関
わ
る
経
費

の
一
部
を
ご
支
援
い
た
だ
く
運
び
と
な

っ
た
。
今
後
、
全
日
本
学
生
柔
道
連
盟

が
主
催
す
る
大
会
等
に
お
い
て
右
袖
に

同
社
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
貼
付
し
て
出
場
す

る
。ま
た
、各
種
指
導
や
国
際
活
動
の
場

で
も
着
用
し
、
地
元
企
業
が
地
域
の
大

学
を
支
え
る
価
値
を
広
く
国
内
外
へ
発

信
し
て
い
く
。
契
約
期
間
は
１
年
間
で
、

以
降
は
双
方
合
意
の
も
と
１
年
毎
に
更

新
す
る
予
定
だ
。

　

５
月
14
日
に
催
さ
れ
た
柔
道
部
活
動

支
援
発
表
会
で
齋
藤
平
学
長
は
、
地
元

を
代
表
す
る
企
業
か
ら
の
物
心
両
面
に

わ
た
る
支
援
に
対
し
、
深
く
謝
意
を
述

べ
た
。柔
道
部
の
佐
藤
武
尊
部
長
は「
選

手
た
ち
の
躍
動
と
と
も
に
、
赤
福
様
の

ワ
ッ
ペ
ン
を
よ
り
表
彰
台
に
近
づ
け
ら

れ
る
よ
う
、
精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
た

い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。
部
員
の
中
西

莞
二
選
手（
教
育
４
）は
「
支
え
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
日
本
一
へ
の
思
い
が
さ

ら
に
強
く
な
っ
た
」と
話
し
、鬼
塚
勇
芯

選
手（
教
育
４
）も
「
伊
勢
が
誇
る
企
業

の
名
を
背
負
う
以
上
、
恥
じ
な
い
戦
い

を
し
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
た
。

　

そ
し
て
、
５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た

東
海
学
生
柔
道
夏
季
優
勝
大
会
で
は
、

初
戦
で
至
学
館
大
学
を
６
ー

０
、次
戦
で

名
城
大
学
を
５
ー

０
と
圧
倒
。決
勝
戦
の

愛
知
大
学
戦
は
１
ー

２
で
敗
れ
、惜
し
く

も
準
優
勝
と
な
っ
た
も
の
の
、
東
海
地

区
代
表
と
し
て
6
月
に
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
る
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。「
赤
福
」
の
ロ

ゴ
ワ
ッ
ペ
ン
を
身
に
付
け
た
選
手
た
ち

が
、
全
国
大
会
の
舞
台
で
躍
動
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

皇
學
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
が
５
月

５
日
に
伊
勢
市
内
、
翌
６
日
に
津
市
内

で
「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０ 

２
６
」
を
開
催
し
た
。
昨
年
の
第
31
回

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

高
校
生
Ｂ
部
門
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

同
部
。
部
員
た
ち
は
「
全
国
の
舞
台
で

も
自
分
た
ち
の
演
奏
が
通
用
す
る
と
い

う
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
音
楽
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
っ
た
」
と
、
大
き
な
手

応
え
を
口
に
す
る
。

　

本
公
演
に
向
け
、
部
長
の
今
中
心
都

さ
ん（
３
年
）は
「
昨
年
の
模
倣
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
し

た
い
」
と
意
気
込
み
、
基
礎
の
徹
底
を

　

４
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、

異
文
化
理
解
と
国
際
感
覚
の
醸
成

を
目
的
に
、
台
湾
中
部
を
代
表
す

る
進
学
校
・
國
立
中
興
高
級
中
学

の
生
徒
32
名
と
引
率
教
員
ら
計
36

名
が
来
校
し
た
。

　

20
日
は
皇
學
館
高
等
学
校
体
育

館
で
歓
迎
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

弓
道
や
柔
道
な
ど
日
本
武
道
が
披

露
さ
れ
た
。
交
流
授
業
で
は
中
学

２
・
３
年
生
や
高
校
３
年
生
と
共

に
学
び
、
昼
食
時
に
も
積
極
的
に

言
葉
を
交
わ
す
な
ど
、
同
世
代
な

ら
で
は
の
交
流
を
深
め
た
。
言
語

や
文
化
の
違
い
を
超
え
て
自
然
に

打
ち
解
け
る
姿
が
各
所
で
見
ら
れ
、

校
内
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

　

一
行
は
翌
21
日
に
皇
學
館
大
学

を
訪
問
。
理
科
の
授
業
見
学
で
は
、

生
物
学
研
究
室
と
理
科
教
育
学
研

究
会
の
学
生
に
よ
る
英
語
で
の
研

究
発
表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
実

験
や
資
料
を
興
味
深
そ
う
に
見
つ

め
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
祭
式
教

室
に
移
動
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
の
張
磊
教
授
が
本
学
で

の
学
び
に
つ
い
て
説
明
。ま
た
、雅

楽
部
に
よ
る
奉
奏
と
楽
器
紹
介
で

は
実
際
に
装
束
を
身
に
着
け
記
念

撮
影
を
行
う
な
ど
、
神
道
文
化
を

体
感
し
た
。
こ
の
２
日
間
で
日
本

の
文
化
や
学
生
生
活
を
体
験
し
て

も
ら
う
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

　赤
福
の
支
援
を
力
に
、

柔
道
部
が
全
国
に
挑
む

　最
優
秀
賞
の
栄
冠
胸
に

吹
奏
楽
部
の
新
章
始
動

「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
６
」を
開
催

　

國立中興高級中学が来校、
交流深める

軸
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
演
奏
で
は

「
エ
ル
ザ
の
大
聖
堂
へ
の
行
列
」
や
「
美

女
と
野
獣
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
幅
広
い
楽

曲
を
披
露
。
副
部
長
の
小
川
の
の
か
さ

ん（
３
年
）が
「
会
場
が
一
体
化
し
て
い

て
楽
し
め
た
」
と
振
り
返
っ
た
よ
う
に
、

会
場
に
は
拍
手
と
手
拍
子
が
響
き
、
心

地
よ
い
空
間
が
生
ま
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
公
演
は
世
界
的
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
奏
者
の
玉
木
優
氏
を
ソ
リ
ス
ト

に
、
読
売
日
本
交
響
楽
団
バ
ス
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
奏
者
の
篠
崎
卓
美
氏
を
客
演
指

揮
者
に
迎
え
る
贅
沢
な
布
陣
が
実
現
。

副
部
長
の
田
中
心
結
さ
ん
（
３
年
）
は

「
プ
ロ
の
音
に
触
れ
、一
音
へ
の
こ
だ
わ

り
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
」
と
、
音

楽
を
作
り
上
げ
る
難
し
さ
と
喜
び
を
再

認
識
し
た
と
話
し
た
。

　

公
演
を
終
え
、
副
部
長
の
大
崎
要
さ

ん（
３
年
）は
「
お
客
様
か
ら
の
温
か
い

声
援
が
嬉
し
か
っ
た
」
と
感
謝
を
述
べ

つ
つ
、
見
つ
か
っ
た
課
題
を
次
に
生
か

す
構
え
だ
。
目
標
は
三
重
県
大
会
を
突

破
し
、
東
海
大
会
で
の
金
賞
、
そ
し
て

悲
願
の
全
国
大
会
出
場
だ
。
全
部
員
が

心
を
一
つ
に
し
、
最
高
の
音
楽
を
追
求

す
る
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

新入生対象に 
防災避難訓練を実施

　令和 8年 4月 6日、新入生を対象とした防
災訓練が実施された。修学指導の一環として
行われたこの訓練は、新生活を始めたばかり
の学生に対し、災害への即応能力と防災意識
を高めることを目的としている。
　訓練ではまず、各教室で指導教員が「大地
震対応マニュアル」に基づき、地震発生時の
行動指針や安否確認システムの使用方法を丁
寧に指導した。その後、緊急地震速報の放送
を合図に避難訓練が開始され、学生たちは教
員の誘導に従って速やかに第一グラウンドへ
と避難した。
　学生部長の板井正斉教授は、訓練後の講評
で「訓練を積み重ねることが意識の維持につ
ながる。大学にいる間に災害が起こった際、ど
う行動すべきかを常に意識してほしい」と、日
常的な備えの重要性を訴えた。大規模災害の
発生が懸念されるなか、学生たちは真剣な表
情で自らの身を守る手順を確認していた。

眞金さん（右）と澤田さん

祭式教室では雅楽部による奉奏を堪能した

「観客の温かい拍手や反応を直接感じられ嬉しかった」
と話す部員たち

【
大
学
】
上
／
張
磊
教
授
に
よ
る
説
明

下
／
本
学
学
生
に
よ
る
実
験
紹
介
を
熱

心
に
観
察
す
る
台
湾
の
生
徒
た
ち

【
高
校
】
上
／
弓
道
部
に
よ
る
実
技
披
露

　

下
／
台
湾
の
生
徒
た
ち�

避難訓練に参加する新入生たち

左から佐藤部長、鬼塚選手、中西選手、齋藤学長
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神
道
儀
礼
の
意
味
を
探
る

　

本
ゼ
ミ
で
は
神
社
や
神
道

を
理
解
す
る
た
め
の
手
法
と

し
て
、
主
に
祭
祀
儀
礼
に
つ

い
て
特
に
作
法
の
意
義
に
目

を
向
け
て
理
解
を
深
め
る
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
有
職

故
実
と
呼
ば
れ
る
学
問
領
域

を
中
心
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
っ
て
、
現
在
行
わ
れ
る

様
々
な
作
法
に
つ
い
て
何
故

そ
の
よ
う
な
姿
・
形
・
形
式

が
定
ま
っ
て
き
た
の
か
を
有

職
故
実
書
と
よ
ば
れ
る
史
料

群
や
日
記
類
か
ら
読
み
解
い

て
い
き
ま
す
。
ゼ
ミ
生
に
は

そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
興
味
関
心

の
あ
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
関

係
文
献
を
解
読
し
て
授
業
内

で
発
表
す
る
こ
と
で
自
分
の

意
見
・
考
え
を
的
確
に
他
者

に
伝
え
る
能
力
を
養
い
、
同

時
に
発
表
内
容
に
つ
い
て
ゼ

ミ
生
同
士
で
議
論
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
他
者
の
考
え
を

如
何
に
聞
き
取
り
、
そ
の
良

さ
を
引
き
出
し
て
い
く
の
か

と
い
う
、
広
い
視
野
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を

養
い
ま
す
。

　

ま
た
神
道
学
科
の
ゼ
ミ
で

は
３
年
次
に
一
部
の
教
員
合

同
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ（Problem

-based 
Learning  

ま
た
は Project-based 

Learning

）
を
活
用
し
た
授
業

を
展
開
し
て
お
り
、
本
ゼ
ミ

も
そ
ち
ら
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
課
題

探
究
学
修
」
ま
た
は

「
問
題
解
決
型
学
修
」

な
ど
と
い
い
、
ひ
と

つ
の
課
題
に
つ
い
て

チ
ー
ム
で
探
究
し
た

り
、
企
業
等
の
学
外

団
体
よ
り
解
決
す
べ

き
テ
ー
マ
を
示
し
て

も
ら
っ
た
う
え
で
、

そ
れ
に
対
す
る
プ
ラ

ン
や
企
画
を
考
え
、

相
手
に
示
す
も
の
で

す
。
神
道
学
科
で
は

神
道
に
限
ら
ず
宗
教

に
関
係
す
る
団
体
か
ら
毎
年

テ
ー
マ
を
頂
戴
し
、
そ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
学
生
同
士
で

取
り
組
み
、
教
員
は
指
導
者

と
い
う
よ
り
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
の
立
場
で
学
生

の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
本
学
科
の
取
り
組
む
Ｐ

Ｂ
Ｌ
の
特
徴
と
し
て
学
修
成

果
を
一
本
の
動
画
に
纏
め
て

テ
ー
マ
提
供
者
へ
提
出
し
ま

す
。
個
人
で
は
な
く
チ
ー
ム

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
の

役
割
分
担
や
、
自
身
や
他
者

の
得
意
不
得
意
を
補
い
合
う

こ
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
じ
た
取
材
や
情
報
公
開

に
関
す
る
手
続
き
、
学
修
成

果
を
限
ら
れ
た
動
画
の
時
間

内
に
収
め
る
た
め
の
伝
え
る

べ
き
内
容
の
取
捨
選
択
な
ど
、

多
く
の
経
験
と
学
び
を
得
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
４
年

次
の
卒
業
論
文
執
筆
に
向
け

て
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
た
主
体
的

な
学
修
の
姿
勢
、
情
報
収
集

能
力
、
情
報
発
信
能
力
は
神

道
の
世
界
に
限
ら
ず
ど
の
よ

う
な
分
野
に
も
通
じ
る
確
か

な
実
力
と
し
て
ゼ
ミ
生
の
糧

と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

研■究■室
■探■訪■

Vol.32

　

５
月
23
日
、
本
学
教
育
学
部
・
教
育

学
会
主
催
に
よ
る
講
演
会
「
古
事
記
と

宇
宙
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本
講
演
は
数

理
教
育
コ
ー
ス
設
置
を
記
念
し
催
さ
れ

た
。
第
１
部
で
は
京
都
大
学
名
誉
教
授

の
柴
田
一
成
氏
が
「
古
事
記
と
宇
宙
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
っ
た
。
柴
田

氏
は
「
天
岩
戸
伝
説
は
古
代
の
日
食
を

指
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
」
と

神
話
と
宇
宙
の
つ
な
が
り
に
触
れ
、
世

界
的
音
楽
家
の
喜
多
郎
氏
と
共
同
制
作

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
古
事
記
と
宇
宙
」
の
映

像
を
交
え
な
が
ら
、
宇
宙
の
成
り
立
ち

な
ど
に
つ
い
て
解
説
。
参
加
者
は
宇
宙

科
学
と
芸
術
が
融
合
し
た
壮
大
な
世
界

観
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。（
写
真
上
）

　

続
く
パ
ネ
ル
討
論
で
は
「
予
測
困
難

な
社
会
を
生
き
る
学
び
の
本
質
」
を
テ

ー
マ
に
村
瀬
雅
俊
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
、
柴
田
氏
と
大
野
照
文

教
授
が
登
壇
し
た
。
柴
田
氏
は
「
挑
戦

の
多
く
は
失
敗
に
終
わ
る
が
、
誰
も
や

っ
た
こ
と
の
な
い
領
域
に
挑
む
面
白
さ

が
あ
る
。
諦
め
ず
続
け
る
こ
と
が
実
現

に
つ
な
が
る
」
と
自
身
の
研
究
姿
勢
を

明
か
し
た
。
大
野
教
授
は
失
敗
や
偶
然

と
の
出
合
い
を
宝
物
と
し
て
受
け
止
め

る
感
性
の
重
要
性
を
説
き
、「
音
楽
や
読

書
、
人
と
の
対
話
を
通
じ
て
感
性
を
磨

く
こ
と
が
学
び
を
深
め
る
」と
語
っ
た
。

（
写
真
中
）

　

第
２
部
「
学
生
が
語
る
、
皇
學
館
大

学
で
の
学
び
」
で
は
澤
友
美
准
教
授
が

司
会
を
務
め
、数
理
教
育
コ
ー
ス
の
１
・

２
年
生
を
は
じ
め
と
す
る
学
部
生
や
大

学
院
生
が
登
壇
し
た（
写
真
下
）。
学
生

た
ち
は
こ
れ
ま
で
の「
正
解
を
覚
え
る

学
び
」
か
ら
「
自
ら
問
い
を
立
て
、
他

者
と
協
働
し
な
が
ら
探
究
す
る
学
び
」

へ
と
変
化
し
た
実
感
を
そ
れ
ぞ
れ
の
言

葉
で
話
し
た
。

　

中
條
敦
仁
教
育
学
部
長
は
探
究
心
と

創
造
性
の
重
要
性
を
強
調
。「
文

理
融
合
の
学
び
を
通
じ
子
ど
も

の
心
に
寄
り
添
う
教
員
を
育
て

た
い
」
と
総
括
し
た
。

　Ｃ
Ｌ
Ｌ
で
得
た
学
び
を
仕
事
に
生
か
す

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
説
明
会
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

　「
古
事
記
と
宇
宙
」を
開
催

教
育
学
部
・
教
育
学
会
講
演
会

神
道
学
ゼ
ミ

【
指
導
】
田
井
健
治
助
教

文
学
部
神
道
学
科

令和 ８年度 CLL活動一覧
　
■1	鳥羽なかまち（仲間ち）で地域活性化に取り組もう!
	 空き家活用や拠点の企画運営、情報発信、住民交
流を通じて地域の賑わい創出に取り組む。

　
■2	地域に貢献する食農教育のイベントプランナー
	 JA伊勢の特産品を使って、食と農を主軸にしたイ
ベントの提案・準備・実施に取り組む。

　
■3	フードロスをなくせ! いちごスイーツプロジェクト	
	 〜規格外いちご「かおり野」を使用したお菓子のプロデュース〜
	 規格外の「かおり野」を有効活用し、お菓子の商品
化や宣伝、販売により廃棄を減らす。

　
■4	リニアインパクト最大化プロジェクト	
	 〜２０３７年に三重県が変わります!〜
	 リニア開業後の伊勢志摩の変化を予測し、効果を
最大化する施策やPR手法を考える。

　
■5	ばりっ子会議から市政への提言プロジェクト
	 名張市の子どもの意見を引き出し、市長への提言
につなげるためのサポートを行う。

　
■6	伊勢志摩TSUTAE隊
	 国立公園指定80周年に向け、若者の感性を生かし
た記念事業の企画立案に参画する。

　
■7	TMKミライデザインプロジェクト	
	 （玉城町明るい未来推進プロジェクト）
■	 ワークショップ等を通じて、玉城町のミライを住民
の皆さんと共にデザインしていく。

　
■8	インクルーシブスポーツ推進プロジェクト	
	 〜共生社会の実現を目指して〜
■	 障がいの有無を問わず認め合う共生社会をめざし、
誰もが楽しめるスポーツを推進する。

　
■9	産学官連携日本酒プロジェクト
■	 産学官民連携により米作り⇒酒造り⇒日本酒販売
を通じて６次産業化の実践を学ぶ。

　
■�	度会カフェリョクプロジェクト
■	 より多くの人に度会町や伊勢茶の魅力を知っても
らい、また地域活性化を図っていく。

　
■�	「広報いせ」特集記事制作プロジェクト
■	 伊勢市の発行物に関して、企画から写真撮影・取
材・編集・校正を経て完成まで取り組む。

　
■�	宇治山田駅前活性化事業
■	 伊勢市明倫地区の課題に基づき、イベント運営や
調査後の改善提案、次年度の案出しを行う。

　
■�	Generative Link AI結（あいむすび）
	 学生と福祉専門職が協働し、生成AIを用いて役立
つ地元の生活情報を発信する。

　
■�	皇學館オリジナルグッズ制作プロジェクト
	 皇學館の魅力を伝える学生企画商品を、戦略策定
から販売ルート確保まで検討し、めざす。

　
■�	ウツボで地産地消プロジェクト
	 南伊勢町で漁獲されるウツボを利用した商品開発
に取り組む。

　
■�	大学生による「大学生向けごみ分別啓発活動!!」
	 学生へのごみ減量意識向上のため、効果的な周知
方法を市職員と共に考え実践する。

　
■�	令和の鳥羽　未来を創るのは君だ。
	 鳥羽市の小学生の「やりたい」思いを、企業や大人
と協力して形にする活動。

　
■�	若者の投票率UP!プロジェクト
	 学生が主体となり、選挙啓発活動の企画運営や投
票率向上のための提案を実行する。

　
■�	「江戸川乱歩×鳥羽」地域の魅力再発見プロジェクト
	 鳥羽を舞台に文化資源の発掘、プロデュース、発
信を手掛ける。

　

　

５
月
14
日
、
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
説
明
会
お

よ
び
Ｃ
Ｌ
Ｌ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
に
玉
城
町
役

場
産
業
振
興
課
に
勤
務
す
る
卒
業
生
の

杉
森
陸
さ
ん
が
講
師
と
し
て
登
壇
し
た
。

杉
森
さ
ん
は
平
成
30
年
３
月
に
本
学
国

史
学
科
を
卒
業
。
学
生
時
代
に
取
り
組

ん
だ
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
の
経
験
が
、
現
在
の

仕
事
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る

か
を
語
っ
た
。

　

杉
森
さ
ん
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
「
気

軽
な
気
持
ち
で
始
め
た
」
と
振
り
返
る
。

し
か
し
、
地
域
へ
足
を
運
び
、
多
様
な

世
代
や
立
場
の
人
々
と
関
わ
る
中
で
、

地
域
と
の
向
き
合
い
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
っ
た
と
い
う
。「
報

告
会
な
ど
で
人
前
に
立
つ
機
会
が
多
く
、

話
す
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
自
分
に
と
っ

て
大
き
な
経
験
に
な
っ
た
」と
話
し
、同

世
代
だ
け
で
な
く
幅
広
い
年
代
の
人
々

と
の
交
流
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
や
考
え
方
に
触
れ
、
視
野
が
広
が
っ

た
と
語
っ
た
。

　

現
在
、
自
治
体
職
員
と
し
て
地
域
振

興
に
携
わ
る
中
で
、「
役
場
の
仕
事
は
地

域
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
。
地
域
へ

の
馴
染
み
方
や
信
頼
関
係
の
築
き
方
な

ど
、
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
が
今

の
仕
事
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
」
と
言

い
、「
現
場
に
足
を
運
び
、
当
事
者
の
声

を
聞
く
こ
と
で
、〝
誰
の
た
め
の
仕
事

か
〟
を
見
失
わ
ず
に
い
ら
れ
る
」
と
熱

弁
し
た
。

　

最
後
に
、「
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
は
〝
点
〟
だ

っ
た
が
、
今
で
は
〝
線
〟
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
し
、「
学
生
と
い
う
特
権
を
最

大
限
に
生
か
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦

し
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
た
ち
へ
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

ゼミ生同士の発表・質疑を通じて実践的な学修の力を養う

「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
な
っ
た
。
飛
び
込
む
勇
気

が
身
に
つ
き
、多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

た
」と
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
の
意
義
を
語
る
杉
森
さ
ん

　
左
か
ら
辻
内
心
愛
さ
ん（
教
１
）、武
藤
仁

衛
さ
ん（
教
２
）、濱
田
祐
菜
さ
ん（
教
４
）、

國
冨
恵
詩
郎
さ
ん（
院
１
）

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

Event & Education
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₁ 年生  志摩スペイン村

　今回の遠足で最
も心に残ったのは、
名物のチュロスを
食べたことです。
私は遠足に行く前
にスペイン村について調べました。する
と、チュロスがおいしいとの情報がたく
さん見られ、チュロスを食べることが楽
しみでした。そして、当日食べたチョコ味
のチュロスは、外はサクッとしていて、中
はモチモチでとてもおいしく、私の期待
をはるかに上回ってきました。過去最高
のチュロスです。食べてない人がいたら、
ぜひ食べてほしいです。 ₉ 組 伊藤祐太

₂ 年生  鈴鹿サーキット

　高校 2年生になり、初めての校外活動
である遠足に行きました。鈴鹿サーキッ
トでは仲間と協力し合ってさまざまなア
トラクションを調べて楽しんだり、お昼
はおいしいものをたくさん食べたりしま
した。行きとは打って変わって帰りのバ

スは静かで、それ
ぞれが 1日を満喫
していました。遠
足を通して、集団
行動の大切さを学
び、また仲間との信頼関係を深く築くこ
とができました。今後も学校のルールを
守って楽しむことを続け、規則正しい学
校生活を送っていこうと思います。
 ₁ 組 佐々木丞太郎

₃ 年生  ナガシマスパーランド

　高校最後の遠足で訪れたナガシマスパ
ーランドは、友達
と過ごす時間の大
切さを改めて感じ
られる一日だった。
絶叫系のアトラク
ションに何度も挑戦して、そのたびに笑
い合ったり叫んだりして、普段の学校生
活では味わえない一体感が生まれた。何
気ない会話や景色も特別に感じられて、
この思い出はきっと卒業後も忘れられな
いものになると思う。 ₄ 組 南家優杏

「清明正直」の学び舎へ、３６６名が入学
令和 ８ 年度 入 学 式

三大パークで最高の思い出作り
全学年で遠足を実施

伝統のバトンを手に、16名が歩み出す
令和 ８ 年度 入 学 式

歴史・文化の理解を深める
総合フィールドワークを実施

４ 月 ８ 日、皇學館高等学校入学式が挙行され、３６６名が新たな学
び舎での一歩を踏み出した。式辞で角屋貴久校長は、「日本人

としての自覚と誇り」「自ら学び、考え、発信する力」「国際的視野を備
えた次代を切り拓く力」との教育方針を示し、「清明正直」の心を大切
に、仲間と切磋琢磨しながら前進してほしいと激励した。
　翌 ９ 日の対面式では校友会総務委員長の岡本
成矢さんが「高校生活は主体性が問われる場で
ある」と語り、学業や部活動、人との出会いを自
らの選択で充実させてほしいと呼びかけるとと

もに、「最も身近な味方」と
して新入生を支える決意と
歓迎の言葉を伝えた。新入
生代表の樋口寛太さんは、先輩とともに学び成
長していく意欲を表明した。同月14日には神宮
参拝が行われ、入学の喜びを奉告するとともに、
新たな ３ 年間への決意を胸に刻んだ。

５ 月 １ 日、三重が誇る三大テーマパークを各学年が遠足で訪れ、親睦を
深めた。

　 １ 年生は志摩スペイン村を訪問。あいにくの小雨も吹き飛ばす元気いっぱ
いの姿が見られ、ラストの雷雨さえも「特別な思い出」に変えてしまう明る
さが光った。 ２ 年生が向かった鈴鹿サーキットでは、迫力あるマシン音と歓
声に包まれながら、みんなで夢中になって楽しむ姿が印象的だった。高校最
後となる ３ 年生はナガシマスパーランドへ。雨上がりの青空の下、絶叫マシ
ンに揺られながら最高の笑顔が弾けた。

４ 月24日、「地域の文化施設を見学し、本校
ゆかりの歴史や文化に対する理解を深め

る」とのテーマのもと、全学年縦割り班での総合
フィールドワークを実施した。当日は ２ グルー
プ計 ４ 班に分かれ、「神宮徴古館」「神宮農業館」

「神宮美術館」を訪れた。
　神宮徴古館では神宮の祭りや社殿建築、式年
遷宮で撤下された御装束神宝を中心に重要文化
財等の貴重な資料を目の当たりにし、改めて伊
勢神宮の荘厳さを認識した。神宮農業館では斎
庭の稲穂をはじめとする祭りの供え物を見て、

「自然の産物がいかに役に立つか」を学ぶことが
できた。神宮美術館においては当代を代表する
芸術家が式年遷宮を奉賛して神宮に奉納した作品の数々が収蔵されており、生徒
たちはわが国の美術史を展望し、目を輝かせている様子であった。

４ 月 ８ 日、皇學館中学校入学式が挙行され、16名が学校生
活をスタートさせた。角屋貴久校長は式辞で、創立以来

２２００名を超える人材を輩出してきた歴史に触れ、来年度以降の
募集停止に言及しつつ、「伝統のバトンを確かな形で未来へつな
いでほしい」と期待を寄せた。また、日本人としての誇りと謙
虚さを持ち、仲間とともに高め合いながら ３ 年間を大切に過ご
すよう呼びかけた。

　翌 ９ 日には対面式が行われた。
当初は緊張した様子の新入生も先
輩との交流やクイズを通じて次第
に打ち解け、笑顔が広がった。さ
らに ４ 日間のオリエンテーション
では学習や生活の基本を学び、学
校生活への理解を深めた。最終日
には神宮参拝を実施した。生徒た
ちは清々しい顔つきで日頃の感謝
とこれからの誓いを込めて拝した。

₁ 年生  実りある時間に

　神宮徴古館では祭りやお木曳で使われる
道具一つひとつが丁寧に作られ、大切にさ
れていることを実感した。農業館では米や
塩など身近な食べ物の歴史を学び、日々の
食卓への関心が深まった。神宮美術館では
多様な絵画を鑑賞し、特に富士山の表現か
ら芸術の奥深さを感じた。仲間との交流も
進み、実りある時間となった。

₂ 年生  自身の成長を実感

　フィールドワークでは神宮徴古館・農業
館・美術館を巡り、普段は目にすることの
ない展示を通して歴史と文化への理解を深

めた。集団行動では一列での移動や後輩へ
の声かけも実行できた。半日を通して規律
ある行動の大切さや神宮の歴史等を学べ、
自身の成長も感じた意義深い機会となった。

₃ 年生  仲間と協力し、楽しさ見出す

　神宮徴古館では衣食や文書など多彩な展
示を見学。神宮美術館では和歌や絵画に触
れ、重ね塗りの表現に魅力を感じた。農業館
では農具や動物の展示に迫力があり、特に
印象に残った。昼食は大学の学食で班ごと
に交流を深めた。午後は雨天のためドッチ
ビー大会となった。苦手意識を持っていた
競技だったが、仲間と協力する中で楽しさ
を見出すことができ、有意義な時間となった。

中
学
校

高
等
学
校

入学宣誓を行う坪井神唯さん

厳かな雰囲気の中、執り行われた高等学校入学式

新入生代表の樋口さん

在校生代表の岡本さん

対面式にて挨拶をする岩田宗さん

神宮徴古館、農業館、神宮美術館、四季
のこみちを巡った
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　新学習指導要領の導入により、高等学校では「総
合的な探究の時間」が必修化されるなど、自ら課
題を見出し解決する力を育む教育が重視されてい
る。こうした流れのもと、 ３ 月19日、本校体育館
において「令和 ７ 年度第 ２ 学年探究活動成果発表
会」が開催された。

　本校の探究活動は国公立系・
教育系・私大進学系・医療看護
系・理系に分かれ、それぞれの
専門性を生かした多彩なプログ
ラムが展開されている。
　発表会では10グループがこれ
までの研究成果を発表した。 ２
年生、次年度に同様の探究活動を控える １ 年生は
ときにうなずきながら熱心に耳を傾け、先輩たち
の取り組みに学ぼうとする姿が見られた。
　テーマは幅広く、伊勢の地ならではの「式年遷
宮」をはじめ、「選挙制度」や「AI」といった現代
的な課題、法学・教育学などの文系分野を中心に
議論が展開された。後半には、「鉄バクテリアの生
態と培養」といった理系研究や、調理実験をもと
にした「ねるねるねるね」の考察、医療看護系に

よる地域実習の報告なども行われ、分野の垣根を
越えた多様な発表が続いた。また、「お茶の木プロ
ジェクト」や「高校生いせミライプロジェクト」
などの課外活動・同好会の報告も行われ、地域と
連携した学びの広がりが紹介された。
　各発表後には学校長による講評と閉会の挨拶が
あり、生徒たちは自ら問いを立て、探究を深めて
いく難しさを改めて実感し、活動の意義を再確認
する一日となった。

探究の成果、一堂に
皇學館高等学校 第 ２学年

「探究活動成果発表会」を開催

■１私大文系

【Ａ班】式年遷宮にともなう機運醸成
逵瑛志朗、中垣樹己

【Ｂ班】持続可能な選ばれる観光地づくり	
	 〜観光客に選ばれやすいお店の特徴とは〜
渡辺琴絵、齋藤稟奈、森本有、戸田海音、山口陽平

【Ｃ班】第63回神宮式年遷宮を見据えた	
	 誘客宣伝
山口 然、向井祐規、山下明真、南 涼歌、八木美月、	
文珠ゆうひ

　伊勢の式年遷宮と観光を軸に
３班が活動した。Ａ班は実地調
査を通じ、遷宮を「自分事」と
捉える機運醸成の重要性を説い
た。Ｂ班はインタビューから、選
ばれる店舗には「わかりやすさ・
名物・接客・雰囲気」が不可欠であると分析した。Ｃ
班はアンケートを行い、ライトアップや限定御朱印へ
の需要が高いことを提示した。いずれも地域資源を理
解し、主体的な関わりや具体的なニーズ把握が観光振
興の鍵と結論づけている。
　
■２教育系

小 １プロブレム
白築凜大

　小学校入学後の不適応状態「小 １プロブレム」をテ
ーマに、専門家へのインタビュー等を行った。群れ遊
びの不足が背景にある中、教員に求められるのは「克
服」ではなく、「児童の実態を把握し、個別のゴールへ
寄り添う姿勢」としている。探究を通じ、教育の本質
は周囲の評価ではなく、子どもの幸福感にあるとの視
点を得た。

■３国公立文系①

AIに正義のハンマーは握れるのか
今中心都、山邊羚那

　AIが裁判に関わる際の影響について調査した。当初
は「AIに裁判官はできない」との仮説を立て、各国の
活用状況を比較した。調査の結果、部分的ではあるが
世界的にAI導入が進んでいる実態が判明した。現時点
では複雑な判断は困難だが、将来的に感情分析AI等の

技術がさらに発展すれば、人の心情を理解した上での
司法判断が可能になるかもしれない。技術革新が司法
のあり方を変える可能性を示唆している。
　
■４国公立文系②

日本に最も適切な選挙制度は何か
田中利玖

　日本の選挙制度について、現行の小選挙区比例代表
並列制を中心に、中選挙区制や完全比例代表制などを
比較検討した。各制度を導入した場合の議席数変化を
試算し、利害得失を分析した。結論として、選挙制度
はあくまで政治を実現するための手段であること、あ
らゆる状況に対応できる完璧な制度は存在せず、連記
制など他の選択肢も継続して検討すべきであるとした。

■５理系

ねるねるねるねつくってみた!
野呂くるみ

　知育菓子「ねるねるねるね」
を自作し、色や味が変化する化
学的メカニズムを実験した。ア
ントシアニン色素を含むぶどう
ジュースをベースに、重曹（アル
カリ性）を加えると青色に、クエン酸（酸性）を加えると
赤色に変化することを確かめた。材料の配合比率を変
えることで、色調や風味にどのような差異が生じるか
を検証。身近な菓子作りを通じて、酸・塩基反応の基
礎的な性質を実践的に理解する機会となった。
　
■６理系

鉄バクテリアの生態と培養
武田悠生

　鉄バクテリアの工業的活用を
見据え、その生態と培養条件の
最適化を研究した。冬季の観察
から活性の低下に気づき、安定
した培養をめざしたが、生成量
の不足や期間の長さが課題として残った。今後は溶存
鉄の濃度調整や温度条件の再検証を行い、これらの問
題の解決とともに、鉄バクテリアの安定した培養条件
の確立を図りたいとした。

■7医療看護系①

地域医療探究の成果発表
山本晃大

　地域医療の現状を理解するため、多角的な講話や講
習に参加した。現役の医師や助産師、技師らから専門

的な業務内容を学び、都道府県
別の医療従事者数の格差など実
態を把握した。また、自衛隊や
赤十字社による防災・救急法講
習を通じて、災害時の救助活動
や胸骨圧迫等の実践技術を習得。骨髄バンクの講話で
はドナー登録の重要性と希少性を知った。一連の活動
を通じ、医療従事者としての使命感と地域医療の課題
を深く再認識した。
　
■８医療看護系②

地域医療探究活動発表〜課外活動・実習〜
塩田美海、濱地咲里

　課外活動や実習を通じ、医療
の現場と救急体制について学ん
だ。献血啓発や病院での手術・
採血体験に加え、上級救命講習
で高度な応急手当を習得した。
また、災害派遣を担うDMATやDPAT、自衛隊、赤十字
社などから、災害医療の最前線の話を聞いた。三重県
の医療における南北格差問題にも触れ、地域による医
療資源の偏在を実感した。

■９

お茶の木プロジェクト活動報告
加藤煌貴

　園芸部が皇學館大学の藤井ゼ
ミと連携し、三重県の茶業振興を
目的とした「お茶の木プロジェク
ト」に参加した。茶の品種特性や
県内の栽培状況を学び、試験場の
訪問を通じて「ミエウエジマ」やほうじ茶の製法につ
いて知見を深めた。今後は希少な「ミエウエジマ」の
挿し木栽培に挑戦するとともに、課外活動へ積極的に
関わっていく方針である。
　
■10

CLL活動同好会・高校生いせミライプロジェクト報告
小釣愛音、尾崎莉央、寺西さくら、山下輝之

　CLL活動同好会・高校生いせミライプロジェクトは
地域活性に貢献した活動を紹介した。昨年11月の「お
かげさまマルシェ」では、地元料理店の協力のもと商
品化した「蓮台寺柿と紅はるかのタルトレット」１００個
を完売。 １月の「河崎だいどこ市」では河崎クイズや
しめ縄キーホルダーの制作に取り組んだ。 ２月は小俣
小学校で「いせミライスポーツ大会」を企画・運営し、
約70名の参加を得るなど好評を博した。

発 表 一 覧

多彩なテーマで行われる探究活動

おかげ横丁やせんぐう館で
実地調査をする生徒
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問合せ●研究開発推進センター 
　　　（神道研究所・史料編纂所・神道博物館）
〒516-8555 三重県伊勢市神田久志本町1704番地
TEL0596-22-6466 E-mailkenkyu@kogakkan-u.ac.jp

会　　場●神道博物館講義室
定　　員●各回 先着₃₀名
開催形式●対面開催のみ（オンデマンド配信なし）

申込方法●申込フォーム（右上の二次元コード）より、 
開催日の ₃ 日前までに申し込み

※駐車場に限りがあるため、公共交通機関を利用してください。会場
の詳細は大学HPで確認可能です。

※天候等の事情により中止・延期となる場合があります。
※受講者の個人情報は適切に管理し、受講者の確認以外には使用
いたしません。

【お問い合わせ先】
皇學館大学 研究開発推進センター 神道研究所
〒516-8555 三重県伊勢市神田久志本町1704
TEL0596-22-6469
E-mail sken@kogakkan-u.ac.jp

₆/₂₇圡 ₁₀：₀₀～₁₁：₃₀
神宮式年遷宮の諸祭・諸行事
講師●佐野真人（研究開発推進センター 准教授）　
令和15年の秋に向けて第63回神宮式年遷宮が令和 7年から始まりました。本
講座ではこれまで行われた神宮式年遷宮の諸祭・諸行事について解説します。

₇/₁₈圡 ₁₀：₀₀～₁₁：₃₀
神宮の創祀と式年遷宮の始まり
講師●塩川哲朗（研究開発推進センター 准教授）　
伊勢神宮と式年遷宮の始まりについて、古代の史料がどのように記していたの
か、わかりやすく解説します。

研究開発推進センター 神道研究所主催
令和 ₈ 年度 市民講座のご案内 受講料無料

令和 8年度生涯学習事業
皇學館大学 月例文化講座
年間テーマ

神になった人々
担当●国史学科
　
会場●皇學館大学 ４３１教室（ ４号館 ３階）�
時間●各回とも 14：00〜15：30
受講方法●対面形式とオンデマンド配信
定員●各回１0０名【先着順】� 聴講料無料・要申込
第 ２回 ６ 月 ６ 日●土 堀 内 淳 一教授
徐福伝説と神社
第 ３回 ７ 月 ４ 日●土 遠 藤 慶 太教授
天翔ける心 ヤマトタケル
第 ４回 ８ 月 １ 日●土 岡 野 友 彦教授
南朝関係十五神社のご祭神たち
第 ５回 ９ 月 ５ 日●土 谷 戸 佑 紀准教授
徳川家康の神格化と東照宮
第 ６回 10月 ３ 日●土 松 浦 光 修教授
神になった幕末の志士
　西郷隆盛・坂本龍馬・高杉晋作・吉田松陰　
第 ７回 11月 ７ 日●土 長谷川　怜准教授
祀られた警察官たち
第 ８回 12月 ５ 日●土 谷 口 裕 信教授
義人としての田中正造イメージの形成と田中霊祠

令和 ₈ 年度 皇學館大学連携協定事業

古代伊勢神宮の様相 受講無料
『延暦儀式帳』から読み解く
平安時代初期の姿
講師●佐野真人（研究開発推進センター准教授）

₆/₂₁㊐～₂₈㊐ オンデマンド配信
詳細・申込みは右の二次元コードをご確認
ください。（申込期限は ₆ 月₂₀日圡）

問合せ●三重県生涯学習センター
　 TEL059-233-1151 FAX059-233-1155

皇學館大学 研究開発推進センター
令和 ₈ 年度 公開講座のご案内
神道研究所 公開学術講演会
定員●なし

₇/₂㊍ ₁₇：₀₀～₁₈：₃₀  ₄ 号館₄₃₁教室
我が国における朱子『家礼』の受容について 
　儒葬から神葬へ　
講師●細谷惠志氏（本学特別招聘教授）

神道研究所 市 民 講 座
定員●各回 ₃₀名【先着順】 聴講無料・要申込

詳細は右記参照▶
₆/₂₇圡 ₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 神道博物館講義室
神宮式年遷宮の諸祭・諸行事
講師●佐野真人（研究開発推進センター准教授）

₇/₁₈圡 ₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 神道博物館講義室
神宮の創祀と式年遷宮の始まり
講師●塩川哲朗（研究開発推進センター准教授）

史料編纂所 古文書講座
定員●各回 ₃₀名【先着順】 聴講無料・要申込

₆/₁₃圡 ₁₃：₀₀～₁₄：₃₀ 神道博物館講義室
【江戸時代の伊勢を読む①】
江戸時代の古文書を読んで、
当時の伊勢について知る。
講師●梅田優歩氏（史料編纂所 共同研究員）

₇/₁₁圡 ₁₃：₀₀～₁₄：₃₀ 神道博物館講義室
【江戸時代の伊勢を読む②】
江戸時代の古文書を読んで、
当時の伊勢について知る。
講師●梅田優歩氏（史料編纂所 共同研究員）

史料編纂所 公 開 講 座
定員●₄₀名

₉/₁₂圡 ₁₃：₀₀～₁₅：₀₀ 神道博物館講義室
三重県史編さんで出会った古文書（仮）
講師●小林 秀氏（三重県総合博物館 学芸員）

神道博物館 ミ ニ 展 示
₆/₅㊎～₇/₁₂㊐（休館日あり）  平日 ₉：₃₀～₁₆：₃₀
神道博物館ミニ展示コーナー 土曜 ₉：₃₀～₁₂：₃₀

瀬戸内の伊勢信仰
　牛窓神社の伝来資料から　
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申込み、詳細はこちら▶
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https://forms.gle/wRMiZNVD49vwFbJ77
https://www.kogakkan-u.ac.jp/about/lecture_bunka.php
https://www.center-mie.or.jp/manabi/event/sponsor/detail/56927
https://docs.google.com/forms/d/1MGfyTkQgp5MESNigYA9Iqrhwlzt8oTYNx_aucww16To/edit
https://docs.google.com/forms/d/1Iv62Er3aVunk0X70t2zetWEGdsiADgXTUhB-zxwgPOk/edit

